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Ⅵ．学会報告等

（１）グローバリゼーショ 単 平成２年１２月 日本商業学会中部 市場は現在グローバリゼーションが急速に進展しつ

ンとマーケティング 部会（中京大学） つあり、マーケティングに関してもグローバルな視

に関する一考察 点を導入せざるを得なくなる。このような観点から

国際マーケティングの重要性について発表した。

（２）国際マーケティング 単 平成３年５月 日本商業学会第４１ 米国では社会的行動主義の高まりを背景に消費者運

とコミュニティ・リ 回全国大会（沖縄 動が活発であり、在米日系企業の国際マーケティン

レーションズについ 県・那覇市） グ活動においてもコミュニティ・リレーションズを

て 重要視しなければならない点について報告した。

（３）海外合弁事業をめぐ 単 平成３年１１月 国際ビジネス学会 本研究発表では日本の松下電器と米国のコダック社

る一考察 日本支部第２回大 との合弁で米国に設立された‘ＭＵＴＥＣ’という

会（早稲田大学） 合弁会社の事例に基づき、主として経営資源の戦略

的結合の実態と課題に関する調査結果をまとめた。

（４）市場のグローバル化 単 平成４年５月 日本商業学会第４２ 市場のグローバル化にともなって日本企業の海外現

にともなう現地化の 回全国大会（学習 地法人は生産機能・製品・経営、さらに企業市民と

推進 院大学） しての現地化を推進しなければならず、この点につ

いて国際マーケティングの見地から研究発表した。

（５）日本の大学生と米国 単 平成４年１０月 日本商業英語学会 エリートの登竜門といわれる米国の経営大学院へ留

の経営大学院に関す 第５２回全国大会（関 学を希望する日本の大学生が急増している。そこで

る一考察 西学院大学） 経営大学院における入学状況、カリキュラム、教育

法、就職状況などの実態と課題について発表した。

（６）経営理念に見るマー 単 平成５年５月 日本商業学会第４３ 米国企業の経営理念を調べていくと顧客第一主義が

ケティング志向―国 回全国大会（愛知 最も重要視されている。このようなマーケティング

際的視点に立って― 大学） 志向を日本企業と比較考察し、国際的な視点から経

営理念のマーケティング志向について発表した。

（７）経営組織の理念的側 単 平成５年６月 組織学会１９９３年度 経営組織における理念的側面は日本企業において従

面に関する研究―グ 研究発表大会（学 来、あまり重要とは考えられてこなかった。しかし、

ローバル化を踏まえ 習院大学） 近年における企業活動のグローバル化の動向を踏ま

て― え今後、経理理念が重要になる動向を論じた。

（８）フィランソロピーと 単 平成６年５月 日本商業学会第４４ 米国では戦略的フィランソロピーという概念が使わ

マーケティング―米 回全国大会（専修 れ、例えばコーズ・リレーテッド・マーケティング

国の事情を踏まえて 大学） という手法まで現れた。そこで、フィランソロピー

― とマーケティングの関連性について発表した。

（９）新時代の企業像： 単 平成７年９月 岐阜県経営者協会 バブル経済崩壊後に続く長期不況によって日本企業

企業再構築講座 総務懇談会第８８回 はリストラ（事業の再構築）を余儀なくされている。

例会（岐阜県・県 しかし、これからは新しい企業像を構築していかな

民ふれあい会館） ければ存続・発展しないことを研究報告した。

(１０）地球環境問題と物 単 平成８年３月 日本物流学会中部 物流は例えばトラック輸送における二酸化炭素の排

流 部会（中京大学） 出などによって地球温暖化の原因となり、地球環境

問題と密接に関連している。そこで、地球環境問題

に対する物流業界の取組について調査し報告した。

（１１）地球環境問題とマ 単 平成８年６月 日本商業学会第４６ 製造と販売の両面で地球環境に対する企業の意識が

ーケティング 回全国大会（東京 高揚するなかで、グリーン・マーケティングという

経済大学） 環境志向のマーケティングを念頭に置いて地球環境

とマーケティングに関する最新の動向を発表した。
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（１２）地球環境問題におけ 単 平成８年９月 日本物流学会第１３ 地球環境問題に対し国際的な観点からＬＣＡとかＴＱ

る物流機能に関する一 回全国大会（明治 Ｍのような考え方に基づいて物流機能を戦略的に捉え

考察 大学和泉校舎） ようとする傾向が強まっており、ロジスティックスと

いう概念も考慮して分析し考察を加えた。

（１３）企業の高齢化対策に 単 平成８年１０月 国際ビジネス研究 グローバル社会を前提にすれば、高齢化対策のポイン

関する国際比較研究― 学会第３回全国大 トは生産性と高齢者市場の問題に集約されていくと考

日本企業と米国企業に 会（横浜国立大学）えられ、本研究発表では高齢化社会において日米の企

関する一考察― 業が取り組まざるをえない対策を考察した。

（１４）ベンチャー企業の動 単 平成９年１１月 国際ビジネス研究 ベンチャー企業とは一般に知識集約型の創造的な中小

向と知識労働者 学会第４回全国大 企業を指すが、米国にあるシリコンバレー等における

会（東洋大学） 実地調査を基に、新しいタイプの知識労働者の出現と

ベンチャー企業の勃興との関係を論じた。

（１５）ベンチャー・ビジネ 単 平成１０年６月 岐阜県工業会「特 岐阜県では岐阜県版シリコンバレーを目指してベンチ

スの課題と展望 別講演会」の基調 ャー・ビジネスの推進が図られているが、実際問題と

講演（岐阜グラン してシリコンバレーのような技術都市の建設には様々

ドホテル） な課題が横たわっていることを踏まえ基調講演として

報告した。

（１６）ベンチャー企業とマ 単 平成１０年７月 経営行動研究学会 ベンチャー企業に最も必要なものは優れた技術力であ

ーケティング 第８回全国大会 ることは言うまでもないが、マーケティングで失敗す

（愛知学泉大学） るケースも意外に多い。この点の背景をベンチャー企

業の成長プロセスを参照して研究発表した。

（１７）アメリカにおける最 単 平成１１年７月 日本商業教育学会 平成１１年の１月から５月にかけて行った米国西部地域

新のビジネス事情につ 岐阜県支部研究会 における大型ショッピングセンターやアウトレットモ

いて （大垣市チサング ールなどの商業施設の視察を基に、アメリカに見られ

ランドホテル） るビジネス事業の変化を分析し紹介した。

（１８）米国におけるハイテ 単 平成１１年１０月 日本物流学会中部 1990 年代になって米国経済が好調に転じた際のけん
ク型ベンチャー企業の 部会研究例会（中 引役は、シリコンバレーに典型的に現れたハイテク型

動向について 京大学） ベンチャー企業である。このような認識に基づいて、

米国における新しい動向を考察し発表した。

（１９）超高齢社会における 単 平成１２年１月 人事院管理局高齢 ライフプランは米国で発祥した概念で、従来の社会保

ライフプラン研修の在 対策室研究会（人 障制度では対応できなくなる高齢化現象が背景にあ

り方―米国のケースを 事院特別会議室） り、世界一の長寿・高齢社会を迎える日本社会にも導

参考にして― 入する必要があることを検討し報告した。

（２０）グローバル時代の起 単 平成 12年 10月 日本商工会議所・ 日本では開業率が廃業率を下回るという逆転現象が起

業家精神 碧南商工会議所セ こり、日本経済を活性化するためにも起業家精神を高

ミナー（碧南商工 揚し新規開業を支援しなければならない。このような

会議所ホール） 観点からグローバル時代を視野に入れて報告した。

（２１）いかにして創造性を 単 平成１３年２月 岐阜県研究開発財 文部科学省の地域研究開発促進拠点支援事業（ＲＳＰ

はぐくむか―起業家に 団「新技術フォー 事業）として開催された新技術フォーラム inぎふ「起
求められる創造性― ラム inぎふ」の基 業家に求められる創造性」における基調講演として、

調講演（岐阜キャ 高い創造性を備えた起業家を育成しベンチャー企業を

ッスルホテル） 勃興させる方策について研究報告した。

（２２）ベンチャー企業の動 単 平成１３年２月 美濃加茂市経営者 ＩＴ革命を推進する柱の一つはベンチャー企業である

向と世界経済 協会研修会（シテ が、国際労働機関（ＩＬＯ）の２００１年版・世界雇用報

ィホテル美濃加茂 告によると世界的に見てＩＴ革命はデジタルデバイド

を拡大させており、この観点からベンチャー企業と世

界経済のかかわりについて報告した。
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（23） シリコンバレー・モ 単 平成１３年５月 （社）大垣法人会 最近では株価の下落を背景に米国におけるシリコンバ

デルと地域経済の活性 第２１回総会の記念 レー・モデルが完璧ではないことが明確となり、これ

化 講演（大垣フォー からは地域経済を活性化するために独自のモデルを構

ラムホテル） 築する必要がある点について研究報告した。

（24）） 中心市街地の活性化 単 平成１３年１０月 日本貿易振興会（ 日本では駅前商店街や旧城下町などの中心市街地にお

について ェトロ）岐阜主催 いてバブル経済崩壊後の１９９０年代に衰退または空洞化

―米国からの教訓― のセミナーにて研 現象が顕在化した。そこで、中心市街地を活性化する

究報告（県民ふれ ための方策を米国における成功事例を参照しながら考

あい会館） 察を加えて報告した。

（25））情報と知識の創造 単 平成１４年１月 岐阜県地方自治大 現在は情報過剰の時代に入ったために情報を知識に変

学校の管理者（課 える創造性、すなわち知的生産性への必要度が非常に

長級）研修にて研 高まってきた。そこで情報価値の生産現場を指す「情

究報告（県民ふれ 場（じょうじょう）」という概念を中心に情報から知

あい会館） 識を創造する手法について研究報告した。

（26） 新時代における知識 単 平成１４年２月 岐阜県地方自治大 現在の情報社会は高速・大容量のブロードバンド（広

と情報の創造 学校の地域活性化 帯域）によるインターネットの時代を迎えようとして

講座にて研究報告 いる。そこで、このような新しい時代には知識と情報

（東濃地域振興局 の創造によって地域の活性化を図ることが極めて重要

大会議室） になる、との研究成果を報告した。

（27） 企業の環境対策と環 単 平成１４年８月 岐阜県中濃圏域 岐阜県の中濃圏域は環境対策推進モデル圏の形成を目

境経営 経済懇話会 加茂 指し、環境対策として①環境学習の拠点整備、②環境

地域分会にて報告 産業の育成、および③資源循環型社会の形成を掲げて

（岐阜県加茂総合 いるが、これを踏まえて企業の環境対策を環境経営と

庁舎） いう観点から考察を加えて報告した。

（28） 交流産業の拡大対策 単 平成１４年８月 岐阜県中濃圏域 岐阜県の郡上地域は自然環境に恵まれ、観光産業が主

について 経済懇話会 郡上 要産業の一つになっている。しかし、東海北陸自動車

地域分会にて報告 道などの道路網の整備によって逆に通過地点となって

（岐阜県八幡町 しまったために現在では交流産業を拡大する必要に迫

商工会館） られており、その対策について考察を加えた。

（２９） 地域経済活性化へ 単 平成１４年１０月 地方シンクタンク 日本では「地方の時代」が訪れようとしている。しか

創造性の発揮 協議会 第１７回研 し、現実には地域経済は産業空洞化の影響で衰退現象

究発表会の基調講 に直面している。そこで、地域経済活性化にとって根

演（ソフトピアジ 本的に必要な「創造性」を発揮するにはどうすればよ

ャパン） いのかを考察し報告した。

（３０） 地球環境問題に関 単 平成１５年１月 日本物流学会 ２１世紀になり国際的に地球環境問題への関心が高まっ

る現代的課題 関東部会・研究会 てきており、環境会計や環境経営という概念も定着し

（早稲田大学） つつある。このような時代の潮流を背景に、物流分野

においても「環境物流」という概念が導入されてもよ

いのではないか、という問題提起をした。

（３１） 企業経営の社会性 単 平成１５年５月 環境経営学会２００３ 今日では企業経営の社会性が注目されるようになって

研究 年研究報告大会 きた。実際、企業経営の社会性は企業の理念に明示さ

（法政大学） れるとともに社会貢献活動、さらに地球環境問題や高

齢化問題への取り組みとなって現れてくると考えら

れ、この動向に関する研究成果を報告した。

（３２） 「企業経営の社会 単 平成１６年１０月 日本物流学会中部 企業経営の社会性とは社会的存在としての責任だけで

性」と物流 部会研究報告会 なく社会に貢献しようとする企業経営体の戦略的な取

（愛知学院大学） り組みを表しているが、この新しい概念と物流との関

連性について主に環境問題にかかわるモーダルシフト

等を中心に研究報告した。



- 4 -

（３３） 現代企業に求めら 単 平成１９年５月 岐阜産業人クラブ このところ企業の不祥事は跡を絶たず、企業の社会

れる「企業経営の社 （日刊工業新聞社 的責任（ＣＳＲ）が問題視されている。しかし企業

会性」 後援）平成１９年度 の社会的責任は戦後の産業公害に使われ始めた概念

定時総会における で、２１世紀の現代企業には「企業経営の社会性」と

記念講演 いう新しい概念が内部統制などの導入を背景に必要

（岐阜都ホテル） となる最新動向に関する研究成果を報告した。

（３４） 低炭素社会と環境 単 平成１９年１１月 環境経営学会 本大会のテーマとなった「低炭素社会を目指す環境

経営 第１回中部地区研 経営の展開」に関する基調講演として、低炭素社会

究報告大会におけ および環境経営という用語の解説ならびに最近の新

る基調講演 （愛知 しい展開について報告した。例えば低炭素社会が形

学院大学） 成されるまでのプロセスや戦略的環境経営という新

しい方向性を分析し検討を加えた。

（３５） 環境問題に関する 単 平成２０年１月 なごや環境大学の 環境経営や低炭素社会に対する関心が高まっている

認定・認証制度につ エコ事業所・社員 今日、名古屋市には環境に配慮した取組を自主的か

いて 環境教育講座にお つ積極的に実施している事業所を「エコ事業所」と

いて研究報告（伏 して認定し、自主的な取組を支援する先進的な制度

見ライフプラザ） が創設されている。本報告ではこの認定制度に関す

る調査研究を報告し、その重要性を考察した。

（３６）トヨタ販売方式（Ｔ 単 平成２０年４月 日本産業経済学会 いまやトヨタ自動車はＧＭ（米ゼネラル・モーター

ＭＳ）に関する前提 研究部会（愛知学 ズ）を抜いて世界一の自動車メーカーになろうとし

的アプローチ 泉大学） ている。しかしトヨタは「ＴＰＳ」と呼ばれる独自

の生産方式で有名であるが、販売方式については生

産方式ほど研究されていない。そこでトヨタ販売方

式（ＴＭＳ）に関する前提的な考察を報告した。

（３７） トヨタ自動車の販 単 平成２０年６月 日本マテリアル・ トヨタ自動車の販売戦略を主に歴史的必然性に基づ

売戦略 ハンドリング（Ｍ いて考察した。トヨタ自動車で「販売の神様」と呼

Ｈ）協会の関西支 ばれる神谷正太郎は戦前に日本ＧＭからスカウトさ

部総会における特 れた人物で、彼が顧客志向マーケティングや科学的

別講演（帝国ホテ 販売手法を推進して今日のトヨタ自動車の販売戦略

ル大阪） の礎を築いた経緯などに焦点を当てて報告した。

（３８） 低炭素社会と環境 単 平成２０年１０月 なごや環境大学の 地球温暖化（気候変動）の主因とされる二酸化炭素

経営 エコ事業所に関す の排出量が少ない社会を低炭素社会と呼ぶようにな

る共育講座におい ったが、このような社会を実現するうえで、企業に

て研究報告（伏見 おける環境への配慮や対応を重視した環境経営がい

ライフプラザ） かに重要となるかを、名古屋市が認定したエコ事業

所の優れた事例をもとに報告した。

（３９） 日本企業のグリー 共 平成２２年５月 環境経営学会第 10 いまや日本企業にとって環境問題のなかでも温室効
ン物流 回研究報告大会（東 果ガスの排出量の点で物流にかかわる活動、すなわ

京大学生産技術研 ちグリーン物流に対する対応は喫緊の課題と言って

究所） 過言ではない。この情勢を踏まえ、日本企業のほか

に韓国の主要企業も含めたグリーン物流対策の具体

的な事例を提示し、それに分析や考察を加えた。

共同報告者： 丹下博文（チェア）、長岡正、豊澄

智己、金恵珍

（４０） マーケティングか 単 平成２２年１０月 第４回中国流通現 ２１世紀のグローバル化した市場では、マーケティン

らロジスティクスの 代化フォーラムに グからロジスティクスに重点が移りつつある。実際

時代へ おける招待講演（中 にもロジスティクスの効果が顧客満足と企業コスト

国北京市にある北 の両方に大きな影響力を持つようになり、「製品を

京物資学院）：日本 販売するほうが製品を顧客のところへ届けるより容

語による講演 易な場合がある」とまで主張されるようになってき

た最新情勢を研究し報告した。
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（４１） The Marketing Era 単 平成２２年１１月 第９回中国物流学 かつて物流はマーケティングの補助的な役割として

is Evolving into the 会年次大会におけ しか考えられてこなかったが、昨今における高度情

Logistica Era る招待講演（中国 報化やグローバル化の急速な進展によって物流は経

南京市）：英語によ 営管理の一貫として認識されるようになり、物流改

る講演 革とかロジスティクス・ルネサンスとまで唱えられ

るようになってきた背景に分析を加えて報告した。

（４２） これからの企業戦 単 平成２３年４月 平成２３年度（第 19 企業は経済活動の主体として不可欠な組織であり、
略の在り方 期）物流大学校講 その目的は財やサービスを提供することによって経

座にて講演（愛知 済的な利益を獲得するだけでなく、社会的なプレゼ

県トラック協会の ンスが高まるにつれて重要な社会的役割をも担うよ

中部トラック総合 うになってきた。このような時代に競争優位を勝ち

研修センター） 取るための企業戦略の在り方を考察し報告した。

（４３） ロジスティクス・ 単 平成２３年１０月 第５回中国流通現 ２０世紀の後半になると「マーケティング・ロジステ

マーケティングの提 代化フォーラムに ィクス」という概念が米欧で使われるようになった

唱 おける招待講演（中 が、実際には物流またはロジスティクスとほとんど

国北京市にある北 同義で使われている。しかし２１世紀はロジスティク

京物資学院） スを重視した「ロジスティクス・マーケティング」

：日本語による講 という新しいマーケティングに関する概念の提唱が

演 必要になると考えられる動向の研究報告を行った。

（４４） これからの企業戦 単 平成２４年４月 平成２４年度（第２０ 企業が成長・発展し続けるためには高付加価値な製

略の在り方 期）物流大学校講 品やサービスを提供する高付加価値企業になること

座にて講演（愛知 が最も重要である、との観点から、倒産リスクなど

県トラック協会の のさまざまな企業経営上の困難や逆境を克服し、激

中部トラック総合 変する国内外の市場環境に適応していくために求め

研修センター） られる優れた企業戦略の在り方を考察し報告した。

（４５） ２１世紀の物流・ロ 単 平成２４年４月 日本物流学会中部 ２０世紀は生産、金融、マーケティングの時代であっ

ジスティクス時代を 部会・研究報告会 たが、２１世紀は物流・ロジスティクス、さらにＳＣ

解く （愛知学院大学） Ｍの時代になると予想される。たとえば最近では物

流革命とかロジスティクス・ルネサンスと唱えられ

るようになり、マーケティングの時代からロジステ

ィクスの時代への変遷を裏付ける兆候が見られるよ

うになってきた点に考察を加えて研究報告した。

（４６） 高齢化社会におけ 単 平成２４年１１月 第６回中国流通現 日本では少子高齢化と人口減少の影響を受けて国内

る地域物流の効率の 代化フォーラムに 市場が縮小し、物流量が減少している。実際、総務

向上 おける招待講演（中 省の推計人口によれば 1950 年以降、65 歳以上の高
国北京市にある北 齢者（老年人口）が 2012 年に初めて３千万人を超
京物資学院） え、高齢化と人口減に一段と拍車がかかった。この

：日本語による講 ような高齢化社会の到来を背景に、地域物流の効率

演 の向上に関する動向を分析・研究し報告した。

（４７） これからの企業戦 単 平成２５年４月 平成２５年度（第２１ 一般に「戦略(strategy)」とは本来は戦争において
略の在り方 期）物流大学校講 軍事行動を計画する技術であるが、現代の企業経営

座にて講演（愛知 では競争優位を勝ち取るための計画を指して使われ

県トラック協会の るようになった。とりわけ経済が急速にグローバル

中部トラック総合 化する激変の時代を迎え、高付加価値を生み出す戦

研修センター） 略が一層強く求められるようになってきた。そこで

物流分野において高付加価値をもたらす企業戦略の

在り方を考察した最新の研究成果を報告した。
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（４８） 日本におけるコー 単 平成２５年６月 ２０１３年中国国際コ 日本では１９６０年代の高度経済成長を背景に食生活の

ルドチェーン（低温 ールドチェーンフ 高度化と多様化が進み、１９６５年には当時の科学技術

物流） の現状と政策 ォーラムにおける 庁から「コールドチェーン勧告」が出された。特に

招待講演（中国重 １９６４年の東京オリンピック開催や１９７０年の大阪万国

慶市の「ソフィテ 博覧会開催、さらに１９７０年代のファストフードの導

ル・フォーベース 入や冷蔵庫の普及などにより冷凍食品に対する需要

重慶ホテル｣）：日 が急増しコールドチェーン、すなわち温度管理をと

本語による講演 もなう低温物流が発展した状況と政策を解説した。

（４９） 日本における食品 単 平成２５年１２月 中国国際食品サプ 美味しくて健康的であることから世界中で「日本食

の物流・ロジスティ ライチェーンサミ ブーム」が沸き起こっているうえ、日本の伝統的な

クスの安全・安心の ットにおける招待 食文化を象徴する「和食」が２０１３年１２月にユネスコ

問題 講演（北京のシュ の無形文化遺産に登録された。その一方では日本国

ラトンホテル）： 内における有名ホテル等において食材の偽装表示問

日本語による講演 題が発覚し、食の安全に対する関心が急速に高まっ

（同時通訳あり） ている実態と課題に考察を加えて報告した。

（５０） The Current 単 平成２５年１２月 中国国際食品サプ 米欧の先進国では冷凍食品がかなり普及しており、

Situation and Policy of ライチェーンサミ 例えば英国では冷凍食品の専門店すらある。日本で

Cold Chain in Japan ットにおける招待 も高度経済成長を背景に食生活の高度化と多様化が

講演（北京のシュ もたらされ冷凍食品が普及した。しかし、冷凍食品

ラトンホテル）： や冷蔵食品の保存や輸送には温度管理をともない低

英語による講演 温物流と邦訳される「コールドチェーン」の構築と

（同時通訳あり） 整備が必要不可欠となる点を考察し報告した。

（５１） これからの企業戦 単 平成２６年４月 平成２６年度（第２２ 本研究報告では「マーケティングからロジスティク

略の在り方 期）物流大学校講 スの時代へ」という 21世紀の新しい動向に着目し、
座にて講演（愛知 これからの企業戦略の在り方を国内だけでなく激変

県トラック協会の する国際的な情勢も踏まえて分析し考察した。特に

中部トラック総合 日本における最近の国内市場の縮小傾向を背景に内

研修センター） 需型と呼ばれた産業までが国際的な事業展開を余儀

なくされている動向を考慮し、付加価値を高めるた

めの企業戦略に焦点を当てて報告した。

（５２）激変する世界市場 単 平成２６年５月 平成２６年度 愛知 激変する世界市場を背景に多くの日本企業が国際化

に対する日本企業の 学院大学公開講座 またはグローバル化しつつあるが、１９９０年代までは

経営戦略 （愛知学院大学日 国際経営や国際マーケティングは主として大規模な

進キャンパスおよ 多国籍企業を中心に取り組まれていた。ところが２１

び名城公園キャン 世紀の今日では中小・中堅企業も海外市場で事業展

パス） 開をはからなければならない時代になったという観

点から、日本企業の新しい経営戦略を分析した。

（５３） 日本における低温 単 平成２６年７月 ２０１４年 中国国際食 歴史的に食品サプライチェーン問題の根源は、産業

物流の社会性と食品 品サプライチェー 革命以降の人口急増によって食料増産の必要性に迫

問題 ンサミットにおけ られた点に求められ、今日では農薬汚染の多発や遺

る招待講演（上海 伝子組み換え食品の登場で食品の安全性が大きな社

の上海国際会議セ 会問題になってきている。このため低温物流の社会

ンター）：中国語へ 性に注目するとともに、高齢社会の到来を背景にネ

同時通訳あり ットスーパーの動向などにも焦点を当てた。

（５４）経営ビジョンと経 単 平成２６年１１月 平成２６年度（第２２ 20 世紀末に「物流を制する者は企業、そして社会
営計画の策定 期）物流大学校講 を制する」と唱えられ、21 世紀は「マーケティン

座にて講演（愛知 グからロジスティクスの時代へ」と主張されるよう

県トラック協会の になった。このような企業経営に新機軸、あるいは

中部トラック総合 パラダイムシフトが求められる時代に、物流やロジ

研修センター） スティクスの業務に取り組む企業に必要となる経営

ビジョンや経営計画の策定を考察し報告した。
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（５５） これからの企業戦 平成２７年４月 平成２７年度（第２３ ２１世紀になってから提唱された「企業経営の社会性

略の在り方 期）物流大学校講 (social context of corporate management)」という新
座にて講演（愛知 概念は、地球環境や高齢化のような社会現象に対す

県トラック協会の る企業経営体としての戦略的な取り組みを指すが、

中部トラック総合 企業経営における「社会性」の概念は「営利性」や

研修センター） 「収益性」などと異なり数値的に表しにくい点を考

慮し、企業戦略の新しい方向性を考察し報告した。

（５６）企業経営における 単 平成２７年１０月 平成２７年度（第１９ 近年になり物流の分野にも効率化や合理化、さらに

物流戦略の基礎 期）物流安全管理 国際化やグローバル化を目指して革新的な変化を予

士講座にて講演（愛 感させる現象が見られる。例えば日本では１９８０年代

知県トラック協会 に物流を戦略的な経営管理の一環と捉える「ロジス

の中部トラック総 ティクス」という概念が米国から導入された。この

合研修センター） ような動向を踏まえ、企業経営における物流戦略の

基礎的な課題を分析し考察を加えて報告した。

（５７）企業経営における 単 平成２８年８月 平成２８年度（第２０ 日本国内では近年になりトラック運送を中核とする

物流戦略の基礎 期）物流安全管理 物流業の分野にもトラックドライバー不足や長時間

士講座にて講演（愛 労働是正などの物流事業に関する問題が深刻化し社

知県トラック協会 会的に注目されるようになった。このような昨今の

の中部トラック総 情勢を踏まえ、物流にかかわる安全管理に関する対

合研修センター） 処法などを考察することにより、企業経営における

物流戦略の基礎的な課題に分析を加え報告した。

（５８） これからの企業戦 単 平成２８年 11月 平成２８年度（第２４ 日本では１９８０年代に物流を戦略的な経営管理の一環

略の在り方 期）物流大学校講 と捉える「ロジスティクス」という概念が導入され、

座にて講演（愛知 １９９０年代は情報化とグローバル化が急速に進展する

県トラック協会の とともにＳＣＭや３ＰＬへの関心が高まり、２１世紀

中部トラック総合 は「国際インテグレーター」と呼ばれる総合物流事

研修センター） 業者が活躍する時代になった。このような観点から

企業戦略の在り方に考察を加え報告した。

（５９） 企業経営に必要な 単 平成２８年 11月 平成２８年度（第２４ 21 世紀になると製造業のグローバルな事業展開や
リーダーシップ 期）物流大学校講 マーケティングにおける顧客満足（ＣＳ）や顧客関

座にて講演（愛知 係（ＣＲ）を推進するために、物流の進化形として

県トラック協会の のロジスティクス、ＳＣＭ、そして３ＰＬが国内だ

中部トラック総合 けでなく国際的な経営戦略の中核に位置づけられる

研修センター） ようになってきた。このような観点に立って企業経

営に必要なリーダーシップを研究し報告した。

（６０） これからの企業戦 単 平成２９年 10月 平成２９年度（第２５ 2017 年は「働き方改革元年」と呼ばれ、残業等に
略の在り方 期）物流大学校講 よる長時間労働の是正が政府主導で推進されただけ

座にて講演（愛知 でなく、慢性的な労働力不足を背景に企業にも従業

県トラック協会の 員が健康で生き生きと働くことによって生産性を向

中部トラック総合 上させ、競争力に秀でた企業に変身することが求め

研修センター） られるようになってきた。このような観点から現代

における企業戦略の在り方に考察を加え報告した。

（６１）企業経営における 単 平成２９年 10月 平成２９年度（第２１ 物流やロジスティクスに関する諸現象を企業経営戦

物流戦略の基礎 期）物流安全管理 略の観点から分析し、あらゆる社会現象はすべて歴

士講座にて講演（愛 史的必然性をともなって発生するという前提条件の

知県トラック協会 もとに理論構築を試みた。つまり、２０世紀における

の中部トラック総 マーケティングが主流の時代とは異なり、２１世紀に

合研修センター） は物流・ロジスティクスの時代が到来すると予測さ

れる動向を戦略的に分析し考察を加えて報告した。
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（６２）荷主との労働改善 単 平成２９年 10月 静岡県トラック協 昨今、トラック運送業界ではトラックドライバー不

と物流事業の経営効 会主催「物流フォ 足や長時間労働の問題が深刻化し、「物流危機」と

率化 ーラム 2017」にけ まで叫ばれる情勢下で「経済の大動脈」と呼ばれる

る講演（ホテルセ 物流を活性化することが産業や経済の発展にとって

ンチュリー静岡） 重要になってきた。このような基本認識に立って、

本講演では荷主との労働改善をはかり物流事業の経

営効率化を実現する施策を分析・考察し提案した。

（６３） これからの企業戦 単 平成３０年４月 平成３０年度（第２６ 最近では物流の分野でも効率化や合理化、さらには

略の在り方 期）物流大学校講 国際化やグローバル化を目指して革新的な変化を予

座にて講演（愛知 感させる現象が見られるようになった。例えば日本

県トラック協会の では１９８０年代に物流を戦略的な経営管理の一環と捉

中部トラック総合 える「ロジスティクス」という概念が導入されたが、

研修センター） このような近年の物流に関する動向を背景にこれか

らの企業戦略の在り方を考察し報告した。

（６４）企業経営における 単 平成３０年６月 平成３０年度（第２２ １９９０年は情報化とグローバル化が急速に進展すると

物流戦略の基礎 期）物流安全管理 ともにＳＣＭや３ＰＬへの関心が高まり、２１世紀は

士講座にて講演（愛 経済の一層のグローバル化を背景に「国際インテグ

知県トラック協会 レーター」と呼ばれる総合物流事業者が活躍する時

の中部トラック総 代になったといえよう。このような最近の動向を考

合研修センター） 慮し企業経営における物流戦略の基礎的な分析を行

って考察を加え、今後の課題と展望を報告した。

（６５）物流業へのワーク 単 平成３０年１０月 日本物流学会中部 物流業のなかでもトラック運送業では長時間労働や

・ライフ・バランス 部会における研究 トラック・ドライバー不足が深刻化しており、その

の導入と普及に関す 報告（愛知学院大 解決策の一つとしてワーク・ライフ・バランス（仕

る研究 学名城公園キャン 事と生活の調和）が注目される。そこでワーク・ラ

パス） イフ・バランスに関する歴史的経緯や先行研究に関

する調査研究をもとに物流業への導入と普及に関す

る問題点を学術的に分析し考察を加えて報告した。

（６６）これからの物流に 単 平成３０年１０月 静岡県トラック協 物流に関しては現在、長時間労働やトラック・ドラ

ついて ―ワーク・ 会主催「物流フォ イバー不足が社会問題化している。この現状に対処

ライフ・バランスの ーラム 2018」にお するには荷主との取引環境の改善、輸送効率や生産

観点を踏まえて― ける講演（ホテル 性の向上、重要業績評価指数（ＫＰＩ）の導入、労

センチュリー静岡）働環境の改善と働き方改革の実現などが考えられ

る。そこで特にワーク・ライフ・バランスの観点を

踏まえ、これからの物流について考察し提言した。

（６７）日本の物流の課題、 単 平成３０年１１月 中国物流学会全国 中国では日本の物流に対する関心がいまだに高いた

方向性、ワーク・ラ 大会の日本物流フ めに、今回は日本の物流の課題、方向性、ワーク・

イフ・バランス ォーラムにおける ライフ・バランスに焦点を当てて講演を行った。特

講演（中国の南昌 に日本では現在、トラックドライバーの不足と高齢

市：日本語から中 化の問題が深刻化しており、その対策としてワーク

国語への同時通訳）・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の導入と

普及が重要であるという観点を強調して講演した。

（６８） これからの企業戦 単 令和元年８月 令和元 年度（第２７ 物流の分野では人材不足や長時間労働が深刻化し

略の在り方 期）物流大学校講 「物流危機」と叫ばれる反面で「物流革命」と呼ば

座にて講演（愛知 れる革新的な変化を予感させる現象が見られるよう

県トラック協会の になった。そこで、このような新しい情勢に対処す

中部トラック総合 るための企業戦略の在り方を、物流からロジスティ

研修センター） クス、さらにサプライチェーンへの時代的な変遷を

踏まえ、物流戦略の観点を含めて研究し報告した

。



- 9 -

（６９）日本の物流と健康 単 令和元年 11月 中国物流学会全国 日本の国内物流の輸送機関別分担率においてトンベ

経営 大会の日本物流フ ースで９割以上をトラックが占めるため、トラック

ォーラムにおける 輸送は日本の物流の中核をなしており、日本の物流

講演（中国の南京 といえばトラック輸送を指している場合があるほど

市：日本語から中 である。このトラック運送業では近年、健康起因事

国語への同時通訳）故が多発しており、その対策として健康経営が重要

になってきた日本の状況を研究し報告した。

（70） The Promotion of 単 令和元年 11月 2019 International 今回の国際的なコンフェランスの目的は、中国の研
Healthy Management C o n f e r e n c e o n 究者、学生、実務家等に対しロジスティクスやサプ
on the Logistics L o g i s t i c s a n d ライチェーンにおける新しい革新的な動向を提示す
Industry and Supply Supply Chain にお る点にある。そこで今回の講演では前半にロジステ

Chain in Japan ける招待講演（中 ィクスやサプライチェーンの歴史的な発展経緯に検

国の北京物資学院）討を加え、後半では日本で最近注目されるようにな

：英語による講演 った健康経営の推進に関する研究成果を報告した。

（71） これからの企業 単 令和３年 10月 令和３ 年度（第２９ 最近の企業経営ではコロナ禍と働き方改革を背景に

戦略の在り方 期）物流大学校講 健康経営に注目が集まるようになってきた。つまり

座にて講演（愛知 企業の経営課題として従業員の健康問題に戦略的に

県トラック協会の 取り組む必要性が高まってっきたわけである。実際

中部トラック総合 にもトラック運送業界ではトラックドライバーの健

研修センター） 康に起因する事故が多発し社会問題化している。こ

うした情勢を基に、企業戦略の在り方を講演した。

（72） トラック運送業 単 令和３年 12月 日本物流学会中部 新型コロナウイルス感染拡大により経済活動が停滞

における健康経営の 部会における研究 している危機的状況のもとで医療従事者とともにエ

導入 報告（愛知学院大 ッセンシャルワーカーに位置づけれれているのが、

学名城公園キャン トラックドライバーである。他方、最近、注目を集

パス） めている健康経営は新型コロナウイルス感染対策と

しての側面を備えている。そこでトラック運送業に

健康経営を導入するメリットを研究し報告した。

（（73） これからの企業 単 令和４年 10月 令和 4 年度（第 30 いまだコロナス禍が続いているが、円安やウクライ
戦略の在り方 期）物流大学校講 ナ危機を背景に物価やエネルギー価格が高騰し、燃

座にて講演（愛知 料費の上昇により倒産に追い込まれる物流業者が増

県トラック協会の 加している。他方、物流業界ではトラックドライバ

中部トラック総合 ーに時間外労働の上限規制が適用される「2024年問

研修センター） 題」が迫ってきた。そこで、このような時代にこそ

求められる企業戦略の在り方を研究し報告した。
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Ⅶ．投稿論文の査
読〈レフリー）

（１） 学会誌への投稿論 平成１４年４月 国際ビジネス研究 国際ビジネス研究学会の年報掲載論文の査読（レフ

文査読（レフリー） 学会 リー）を担当した。

（２）学会誌への投稿論文 平成１５年２月 日本経営学会 日本経営学会誌への投稿論文の査読（レフリー）を

査読（レフリー） 担当した。

（３）学会誌への投稿論文 平成１５年５月 日本経営学会 日本経営学会誌への投稿論文の査読（レフリー）を

査読（レフリー） 担当した。

（４）研究所機関誌への投 平成１６年１１月 法政大学イノベー 法政大学イノベーション・マネジメント研究センタ

稿論文査読（レフリ ション・マネジメ ーの機関紙『イノベーション・マネジメント』への

ー） ント研究センター 投稿論文の査読（レフリー）を担当した。

（５）学会誌への投稿論文 平成１７年５月 国際ビジネス研究 国際ビジネス研究学会の年報掲載論文の査読（レフ

査読（レフリー） 学会 リー）を担当した。

（６）学会誌への投稿論文 平成１８年２月 日本経営学会 日本経営学会誌への投稿論文の査読（レフリー）を

査読（レフリー） 担当した。

（７）学会誌への投稿論文 平成２６年１月 日本物流学会 日本物流学会誌への投稿論文の査読（レフリー）を

査読（レフリー） 担当した。

（８）学会誌への投稿論文 平成２７年１月 日本物流学会 日本物流学会誌への投稿論文の査読（レフリー）を

査読（レフリー） 担当した。

（９）学会誌への投稿論文 平成２８年１月 日本物流学会 日本物流学会誌への投稿論文の査読（レフリー）を

査読（レフリー） 担当した。

（１０）学会誌への投稿論 平成２９年１月 日本物流学会 日本物流学会誌への投稿論文の査読（レフリー）を

文査読（レフリー） 担当した。

（１１）学会誌への投稿論 平成３０年１月 日本物流学会 日本物流学会誌への投稿論文の査読（レフリー）を

文査読（レフリー） 担当した。

（１２）学会誌への投稿論 平成３１年１月 日本物流学会 日本物流学会誌への投稿論文の査読（レフリー）を

文査読（レフリー） 担当した。

（１３）学会誌への投稿論 令和元年 1月 日本物流学会 日本物流学会誌への投稿論文の査読（レフリー）を

文査読（レフリー） 担当した。

（１４）学会誌への投稿論 令和２年１月 日本物流学会 日本物流学会誌への投稿論文の査読（レフリー）を

文査読（レフリー） 担当した。

（１５）学会誌への投稿論 令和３年１月 日本物流学会 日本物流学会誌への投稿論文の査読（レフリー）を

文査読（レフリー） 担当した。
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Ⅷ．その他の活動

（１）大学の社会人向けビ 平成５年１０月 日本経営教育学会 シンポジウムにパネリストとして参加し、米国のビ

ジネス教育 関東部会（早稲田 ジネススクールにおける経営幹部教育などについて

大学） 研究報告した。

（２）東南アジアにおける 平成６年８月 朝日大学産業情報 タイ、ベトナム、フィリピンを訪問し、東南アジア

海外企業活動実態調 研究所プロジェク における日系企業などの実態調査を２週間にわたり

査 ト 実施した。

（３）四川地域企業の実態 平成７年９月 朝日大学産業情報 ２週間にわたって中国の四川省にある四川連合大学

調査 研究所プロジェク を拠点に、四川省の成都地域にある企業の実態調査

ト を実施した。

（４）日本企業の国際マー 平成８年７月 経営行動研究学会 「日本企業の国際マーケティング」と題する研究発

ケティング 第６回全国大会（富 表においてコメンテーターを務め、国際マーケティ

士短期大学） ングの研究者としてコメントを述べた。

（５）四川地域企業の実態 平成８年１０月 朝日大学産業情報 昨年に引き続いて中国の四川省成都地区を中心に２

調査 研究所プロジェク 週間にわたり中国を訪問し、中国企業の実態調査を

ト 行った。

（６）グローバリティとマ 平成１１年７月 経営行動研究学会 統一論題報告テーマである「グローバリティとマー

ーケティング原理の 第９回全国大会（早 ケティング原理の新展開」という国際マーケティン

新展開 稲田大学） グにかかわる研究報告において司会を担当した。

（７）国際社会に生きる日 平成１１年１１月 岐阜県・高校生国 岐阜県立岐阜商業高等学校の生徒全員に対し、国際

本人 際交流支援事業（岐 社会に生きる日本人として必要な資質や能力を身に

阜県立岐阜商業高 付けるにはどうすればよいかについて講演した。

等学校）

（８）高度ＩＴ時代におけ 平成１２年９月 第１７回日本物流学 第１７回日本物流学会全国大会における大会実行委員

るロジスティックス 会全国大会（朝日 会の主査、および研究セッションにおける研究発表

・システム（統一論 大学） の司会を務めた。

題）

（９）環境経営 平成１５年５月 環境経営学会 環境経営学会２００３年研究報告大会の研究発表「環境

経営」セッションにおいて司会を務めた。
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